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（１）気象にΑΔ࣏ࣗମࢧԉのऔりΈ
　気象庁では、全国の都道府ݝにある気象台で、気象や地震などの観測・監視、予報・警報や情報の

発表・提供、解આなどを行っています。

　大雨、津波などにより災害の発生が予想される場合、気象台が発表する警報などの防災情報が自治体

などの防災関係機関に迅速かつ確実に伝わることはもとより、情報の受け手がその意ຯを正しく理解して、

避難ק告等の発令を適時・的確に判断するなどの適切な防災対応につなげることが、被害の軽ݮのため

にඇ常に重要です。

　各地の気象台では、自治体が防災に関する計ըや避難ק告等の発令基४を定める際に、気象台が発

表する防災情報の活用方法について個別にアドバイスを行ったり、自治体などの防災担当者に対するઆ明

会や研मなどでも、情報の活用について積ۃ的にઆ明を行っています。また、大雨等により災害の発生

が危ዧされる場合には、気象台から自治体などの防災関係機関に対して気象状況の事前આ明や、事ଶ

の推移によっては気象台から自治体に直接連བྷして気象状況や今後の見通しを積ۃ的に伝えるなど、気

象台が持つ危機ײを共༗していただけるよう取り組んでいます。

　気象庁では今後とも関係機関と連携しながら、より分かりやすい防災情報の提供と、気象や地震など

の自然現象や防災情報に関する普及ܒ発に引き続き取り組んでいきます。

（２）ॅຽの҆શࣝのීܒٴ ɾൃ気象情報のར׆༻ਪ進にؔ͢ΔऔりΈ
ΞɽʮҬྗࡂΞοϓࢧԉϓϩδΣΫτʯ
　気象庁では、これまでも住民等を対象とした出前࠲ߨやߨ演会など、様々な普及ܒ発活動に取り組ん

できました。平成 23 年 3 月の東日本大震災をきっかけとして、住民等への自ॿ・共ॿ意識のܒ発や防災

教ҭの重要性が政府の༗識者会ٞなどで報告されています。このことを踏まえ気象庁では、関係機関と

連携・ڠ力しながら、安全知識の理解や気象情報の利活用をより効果的に推進するための様々な取り組

みを「地域防災力アップ支援プロジΣクト」として進めており、住民自らの判断で的確な防災行動がとれ

るような風土・文化がৢ成されることを目指しています。

̒

地Ҭ防災ྗアッϓ支援ϓϩジΣΫトの֓೦ਤ

༷ʑͳؔػͱ࿈͠ܞɺଟ͘ͷํʑ҆શࣝͷීൃܒٴใͷར׆༻͕ਐΉΑ͏औΜͰいま͢ɻ

Ҭの্ྗࡂのऔΓΈ
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औΓΈɹʮֶ校Ͱͨ͠ܞͱ࿈ؔػҭڭ Δ͑ٸۓใͷत業։ൃͱݚमձʯ

་ɹ҆ୡɹਖ਼തڭຈখֶ校ɹཱࢢຈࡳ

　私達は、自然災害を無くすことはできない。し

かし、防災教ҭを推進することで被害をগしでも

らすことはできる。この考えのもと、平成ݮ 21 年

から、ࡳຈ区気象台とࡳຈ市の社会科をઐ

とする教員がڠಇでখ学校における防災教ҭを

推進する方策を考えてきました。そして、「どこの

学校でも実ફできる」防災教ҭをめ͟して、খ

学校 5 年社会科の情報単元で「緊急地震速報」を教ࡐとして取り上げ、

授業ͮくりを行いました。授業に必要な情報は、ࡳຈ区気象台の )P に

掲ࡌしました。平成 22 年には、この資料を活用しࡳຈ市立資生館খ学校

で授業実ફを行い、緊急地震速報を取り上げた授業の効果を確認しました。

　平成 23 年からࡳຈ区気象台と一ॹに、Ն・ౙの年 2 回、教員を対象と

した「授業で使える緊急地震速報の研म会」を行い、খ学校社会科で緊急

地震速報を取り上げる意ຯと意ٛを伝えるとともに、この授業をきっかけとし

てগしでも教ҭ現場で防災教ҭが進められるよう普及・ܒ発を行っています。

ؔػࡂͱ࿈ͨ͠ܞऔΓΈɹʮ࢜ࡂཆݚमʯ

େݝੜڥ׆෦ػةࡂཧ՝

ओࠪɹޙ౻ɹݡҰ

　大分ݝでは地域防災力向上のため、自主防

災組織のҭ成・強化に力を入れています。平成

24 年度は活動の要となる人ࡐをཆ成するため、

下でݝ 3000 ໊の防災士をཆ成する取り組みを

行いました。ݝ下各市町で 2日間 12 コマの研म

会をԆ 31 会場で開催、受ߨ者は気象台職員

をࢣߨにܴえた気象特性や地震ŋ津波のメカニズムのߨ話から防災士によ

る災害図上܇࿅など多ذにわたり学शしました。また研ममྃ後は NPO

法人日本防災士機構の実施する防災士試験を受験、合格者には認定ূが

交されています。認定された各地の防災士には今後、自主防災組織内で

の防災ߨ話や防災܇࿅の企ը運営、また災害Ϙランティア活動への参加、

さらにはډ住市町村の防災士同士が連携し、自主防災組織のをӽえた

活動などɼ様 な々取り組みで地域の防災力を高めていただくことを期待して

います。

ʮҬྗࡂΞοϓࢧԉϓϩδΣΫτʯऔΓΈྫ

ҭڭಇͰਐΊる防災ڠ

मձの様子ݚ

（্）気象ͱֶ校͕ڠಇͰਐΊΔڭࡂҭ
ਪਐͷߏਤ
（Լ）ฏ 25  1 ݄ 15 ʹͨͬߦʮत業Ͱ
ࢠमձʯͷ༷ݚใͷٸۓΔ͑

ࢠͷ༷ߨ（্）
（Լ）ࡂਤ্܇࿅࣮ફͷ༷ࢠ
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ใಓؔػͱ࿈ͨ͠ܞऔΓΈɹʮίϛϡχςΟ์ૹʹΑΔࡂࣝͷීٴɾൃܒʯ

౦ίϛϡχςΟ์ૹٞڠձ

ձɹۄҪɹ߃

　東コミュニティ放送ٞڠ会には東 6 のݝ

24 局が加ໍしています。

　これまでઋ台区気象台と連携し、防災ि間

や緊急地震速報のキャンペーン番組を放送し、

現在はٶؠ、ݝ手ݝ、山形ݝ、ౡݝの加

ໍコミュニティ放送局が地元気象台職員出演によ

る気象知識の普及ܒ発番組を放送しています。

　2011 年 3月11日の震災では、当ٞڠ会加ໍ 8 局がྟ時災害放送局（24

自治体 29 局）に移行し、ٹ援情報や気象台から提供された防災気象情報

を放送しました。また、今回の震災の経験を;まえ、当ٞڠ会を中心とした

NPO 法人東日本地域放送支援機構により「ྟ時災害放送局の開設等の

手引き」を作成しました。

　今後はより地域に密着した放送局として加ໍ全 24 局による定期的な番

組をઋ台区気象台と連携し放送するなど、地域住民への防災情報の普及・

。的に取り組むこととしておりますۃ発について積ܒ

ຽؒஂମͱ࿈ͨ͠ܞऔΓΈɹʮҬ্ྗࡂʯ

ಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓɹฌݝݿ࢜ࡂձ

ཧࣄɹେੴɹ৳༤

　当会は、日本防災士機構によって認ূされた

防災士により平成 16 年 10月に設立された日本

防災士会のฌݝݿ支෦として平成 21 年 3月に

設立、平成 24 年 3月に法人認可された新しい

ஂ体ですが、地域防災力の担い手として意識の

高い会員 205 ໊がฌݝݿ下全域で活動しており

ます。当会は、官民の境界をӽえた「新しい公共」の担い手としての役割や

公共との連携を重視し公ӹ性が求められるஂ体を目指しております。活動と

しては、ฌݝݿやݝ下地方自治体等との連携による防災܇࿅参加ڠ力や自

主防災組織への出前࠲ߨ等を実施し、ฌݝݿからは「ひょうご防災特別推

進員」のশ߸をいただき防災ܒ発活動を行っており、組織内では研मҕ員

会を設けて会員の研ᮏも強化しています。最近ではਆށւ༸気象台とも連

携し࠙ஊ会・ߨ演会・ษ強会等の૬ޓり入れをさせていただいており、気

象台の情報提供は住民サイドで活動する当会にとって大変༗ӹなものです。

ऩ์ૹの様子

࠙ஊձߨԋձの様

（্）ίϛϡχςΟ์ૹہͰͷऩ
（Լ）ྟ์ࡂ࣌ૹہͰͷ์ૹ

（্）࢜ࡂձཧࣄͱ気象ͱͷ࠙ஊձ
（Լ）ࡂ気象ߨԋձͰŰƅŮžţŪͱͯ͠ࢀՃ
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ΠɽΑΓޮՌతͳऔΓΈͷൃలʹ͚ͯ
　気象庁では、「地域防災力アップ支援プロジΣクト」として全国の気象台で進めている数ある取り組み

の中から、多くの官署で参考となるものを選考して、その取り組みについて発表し、防災・教ҭ・報道・

広報の各ઐ家からॿ言やߨධなどをいただくための「ミーティング」を平成 25 年 2 月に開催しました。

　ミーティングにご参加いただいたઐ家（ܟশ略）

　̡ 防災分野ʳ静Ԭݝ危機理෦　危機報道監　ؠ田 ਔ 

　̡ 教ҭ分野ʳ全国学校安全教ҭ研究会　会長　࡚ 良明 

　̡ 報道分野ʳ時事通信社　山形支局長　中川 和೭ 

　̡ 広報分野 （rג）電通 P3 コミュニケーションデザイン局長　Ֆ上 ࢘ݑ 

　気象台が進める普及ܒ発の取り組みについて、ઐ家の方々のご意見を伺う場を設けるのは初めての

試みです。当日は、「学校における緊急地震速報を活用した避難܇࿅の支援」、「地元のテレビ局やラジオ

局と連携した防災知識等の普及」などの取り組みを実施している気象台から、取り組み֓要、工した

点などのアピールポイント、成果や課題、今後の取り組み展開について、プレθンテーションを行いました。

　各分野のઐ家からは、「関係機関との連携のきっかけを見つけて、うまく連携して取り組みが行われ

ている」、「多くの関係者・機関が関わって地域ぐるみで取り組んでいる」といったධ価のほか、「学校の

先生が創意工しながら防災意識を子供たちに教えることができる組みͮくりが༗効」、「地域にࠜࠩ

した普及ܒ発を進めていくことが重要」、「気象庁の取り組みをより多くの方々に知っていただくための工

」など、今後の気象台に対する期待もؚめ、多くのॿ言をいただきました。この「ミーティング」でいた

だいたॿ言を踏まえ、より効果的な取り組みへの発展や新たな展開に繋げていきます。

地Ҭ防災ྗアッϓ支援ϓϩジΣΫト「ϛーティンά」の様なͲ

ʮϛʔςΟϯάʯͰ気象ͷऔΓΈΛઆ໌͢Δ৬һ（ࠨ） （ӈ）気象ͷऔΓΈΛհͨ͠ϓϨθϯࢿྉ
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